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研究成果の概要（和文）：ほとんどのプロ・バスケットボール・リーグにおいて、過去十年間に

外国人選手の比率が増加傾向にあった。特にＮＢＡに所属する外国人選手の出身地域から、世

界システム論を応用して、グローバルなバスケットボール界の選手移籍の傾向を説明すること

ができた。四つのプロ・バスケットボール・リーグの代表者とのインタビューを通して、全て

の代表者はバスケットボールがグローバルなスポーツになったことを認めていた。 

 

研究成果の概要（英文）：In almost professional basketball leagues, the rate of foreign 

players in each league increased during this 10 years. In particular, we can apply 

world-system theory for explaining tendencies of player migrations based on countries 

of foreign players in the ＮＢＡ. Every presidents in each league understood that 

basketball became a global sport. 
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総 計 2,100,000 480,000 2,580,000 
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１．研究開始当初の背景 

本研究では、以下の研究設問（research 

questions）を明らかにするために調査を行う。 

(1)バスケットボール界におけるグローバル

化の影響とは何か。(2)トップレベルのアメリ

カ人バスケットボール選手は、どのような目

的や法則性を持って海外移籍を行う傾向にあ

るのか。 
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最初の調査設問を明らかにするためには、

過去 10 年間における一流選手の海外移籍の

状況を調べる必要がある。具体的には、ＮＢ

Ａ(National Basketball Association)という

アメリカのプロ・バスケットボール・リーグ、

ヨーロッパのユーロ・リーグ（13 カ国から 24

チームが参加する国境を越えたプロリーグ）、

オーストラリアのプロ・バスケットボール・

リーグ（ＮＢＬ）、日本のエリート・バスケ

ットボール・リーグ（ＪＢＬとｂｊリーグ）

に所属する外国人選手数の推移や出身国の変

化を調べる。この期間に各国に外国人選手が

増えていたとするならば、バスケットボール

界にグローバル化が進んでいると言えるだろ

う。 

さらに、ＮＢＡ、ユーロ・リーグ、ＮＢＬ

は、複数の国に本拠地を持つチームから構成

される、国境を越えたプロ・バスケットボー

ル・リーグである。こうしたグローバルなリ

ーグの存在自体がバスケットボールのグロー

バル化を証明していると言えるだろう。本研

究では、これら三つのプロ・バスケットボー

ル・リーグのコミッショナー、最高経営責任

者（CEO）,ジェネラル・マネージャーに聞き

取り調査を行い、リーグの運営形態（フラン

チャイズ制、テレビ放映権などによる収益の

分配方法、各チームの財務状況）、国家間の

バスケットボール文化の違いについて分析を

行い、国境を越えたプロバスケットボールの

特徴を明らかにする。 

二つ目の調査設問を明らかにするために、

各国プロ・バスケットボール・リーグの外国

人選手数の推移や、選手の出身国などの情報

から、トップレベルのバスケットボール選手

の海外移籍の傾向を調べる。さらに、ＪＢＬ

に所属する外国人選手に、インタビュー調査

を行う。選手へのインタビューを通して、相

対的に競技レベルの低い日本のリーグに、な

ぜ外国出身選手が移籍するのか明らかにでき

るだろう。 

本研究では、ウォーラーステイン（1997）

の世界システム論を参考にして、グローバル

なバスケットボール・リーグ市場における海

外移籍の法則性を明らかにする（I. ウォーラ

ーステイン; 川北稔訳「史的システムとして

の資本主義」岩波書店、1997 年）。つまり、

世界最高峰のプロ・バスケットボール・リー

グであるＮＢＡを中心にして、ユーロ・リー

グを準周辺、アジアのプロリーグやＮＢＬ（オ

ーストラリアのプロリーグ）を周辺と想定す

ることで、海外移籍の傾向を説明することが

できるだろう。さらに、日本にいる外国出身

選手の移住動機についてインタビュー調査を

行うことで、理論的な枠組みを裏打ちする貴

重なデータを取ることができるだろう。 

 
２．研究の目的 

 この調査では、ＮＢＡ、ユーロ・リーグ（ヨ

ーロッパの国境を越えたリーグ）、ＮＢＬ（オ

ーストラリアのプロバスケリーグ）、日本の

トップリーグ（ＪＢＬとｂｊリーグ）に焦点

をあて、過去10年間にわたる一流選手の海外

移籍の傾向を調べた。さらに、本研究では、

海外のプロ・バスケットボール・リーグのコ

ミッショナー、ジェネラル・マネージャー、

選手に聞き取り調査を行い、リーグの運営形

態（フランチャイズ制、テレビ放映権などに

よる収益の分配方法、各チームの財務状況）、

アメリカ人選手の移住動機、国家間のバスケ

ットボール文化の違いについて分析を行い、

国境を越えたプロバスケットボールの特徴

を明らかにする。 

本研究の目的は、(1)バスケットボール界に

おけるグローバル化の影響を明らかにするこ

と、(2)プロバスケットボール選手の海外移籍

の傾向を世界システム論に基づき説明するこ

と、(3)ＮＢＡ、ユーロ・リーグ、ＮＢＬとい



 

 

う国境を越えたプロ・バスケットボール・リ

ーグに共通する特徴を明らかにすることであ

る。 

 
３．研究の方法 

(1)初年度は、過去10年間における日本バスケ

ットボールリーグ（ＪＢＬ）とｂｊリーグに

所属した外国人選手数の推移を調べた。 

(2)2000年と2007年の「ＮＢＡ選手名鑑」を

購入し、外国人選手数の推移について分析を

行った。さらに、ＮＢＡのグローバルな経営

形態について調べるために、2008年２月末に

現地視察を行い、ＮＢＡのコミッショナー、

デビッド・スターン氏に1時間程度のインタ

ビュー調査を行った。質問内容は、ＮＢＡの

グローバルな経営戦略、各チームの財務状況、

テレビ放映権の問題、国境を越えたリーグ運

営の問題点、外国人選手数の増加についてで

ある。 

(3)2008年にユーロ・リーグのトップチーム

に在籍する外国人選手の数や出身国につい

ての選手名鑑を購入し、分析を行った。2009

年３月にユーロ・リーグの試合を視察するた

めにスペインのバルセロナとマドリッドを

訪問し、国境を越えたリーグの運営形態につ

いて情報収集を行った。その時に、ユーロ・

リーグの最高経営責任者（CEO）であったジ

ョージ・ベルトメフ氏に1時間程度のインタ

ビュー調査を行った。特に各国のバスケット

ボールの普及状況や選手育成の方針、外国人

選手の国内選手に対する比率などについて

関係者から聞き取りを行った。またFCバルセ

ロナのアメリカ人選手に対して移住動機に

関するインタビュー調査を行った。 

(4)2010年2月にオーストラリアのシドニー

とウロンゴンを訪問し、ＮＢＬのプレーオフ

準決勝を視察した。その時に、ＮＢＬジェネ

ラル・マネージャーのチャック・ハーミソン

氏にＮＢＬのグローバル化についてインタ

ビューを行った。さらに、2名のアメリカ人

選手に移住動機に関するインタビュー調査

を各1時間程度行った。 

(5)2009年以降、ＪＢＬに所属した4名のアメ

リカ人選手に対して、各1時間程度のインタ

ビュー調査を行った。質問内容は、主に日本

への移住動機、日米のバスケットボール文化

の違いなどについてであった。さらに、ｂｊ

リーグ・チェアマンの河内敏光氏に、ｂｊリ

ーグの理念・各チームの財務状況、ＪＢＬと

ｂｊリーグの統合問題についてインタビュ

ー調査を行った。 

 

４．研究成果 

(1)ＪＢＬとｂｊリーグにおける外国出身選

手の比率を調べた。ＪＢＬに所属した外国出

身選手の比率は1997-8年シーズンの24％（38

名）から、2007-8 年シーズンの 18％（20 名）

に減少した。一方で、ｂｊリーグでは、2005-6

年シーズンの 32％（22 名）から 2007-8 年シ

ーズンの 39％（47 名）へと外国人選手の比

率と数が増加していた（図１）。こうした違

いは、両リーグの外国人枠の違いと考え方を

反映していた。 

図1．バスケットボールリーグの外国人選手率

リーグ名 チーム
数

外国人選手枠 外国人選手率 (アメリカ人
の比率 )

JBL
(2007‐8)

8 2⇒ 1 18%(85.7%)

bjリーグ
(2007‐8) 16 0⇒4 39%(84%)

ユーロ・リーグ
(2008‐9) 24 0 49.3%(44.6%)

NBL
(2009‐10 )

8 2 25.2%(55.5%)

NBA
(2007‐8)

32 0 20.6％(79.4％）

 また、ｂｊリーグの誕生は、日本における

一流バスケットボール選手の需要を高める

結果となった。ｂｊリーグの運営形態はＮＢ

Ａを模倣した内容であり、外国人枠を規定し



 

 

ていないことから、グローバル化に対応した

内容であるといえる。したがって、ｂｊリー

グの誕生は、日本バスケットボール界のグロ

ーバル化の動きを体現していると考えられ

る。 

(2)デビット・スターンは、1984 年にＮＢＡ

のコミッショナーに就任以降、23 チーム中

17 チームが赤字経営に陥っていた状態から、

2008年に30チーム中20チームが黒字経営に

なるところまで経営を改善させた。各チーム

の経営が改善された理由は、①全てのアリー

ナの新築・改築による収入の増加、②テレビ

放映権料の増加、③スポーツ・マーケティン

グによるスポンサー収入の増加という三つ

の要因から説明された。 

スターン氏は、80 名上の外国人選手を抱え、

ＮＢＡの試合が 215カ国で放送されているこ

とからバスケットボールとＮＢＡがグロー

バル化していることを認めた。さらに、ＮＢ

Ａは成長し続けるために多国籍企業の戦略

を学び、経営戦略を巧みに変化させた。スタ

ーン氏は、ＮＢＡのグローバル化を肯定的に

とらえ、バスケットボールの普及や発展を後

押し、成長させていると考えていた。 

(3)2000 年以降のＮＢＡ選手に占める外国人

選手の比率を分析した。ＮＢＡ各チームに登

録された外国出身選手数は、2000-1 年シーズ

ンの 58 名（11.5％）から 2007-8 年シーズン

の 109 名（20.6％）へと倍増した(図 1)。こ

の結果は、1980 年代に数名の外国出身者しか

いなかったことを考慮すると、飛躍的な増加

といえる。特に、2000 年以降、ヨーロッパと

汎アメリカ地域から、ＮＢＡ選手が倍増して

いることが明らかになった。こうした選手移

籍の傾向は、世界システム論をバスケットボ

ール界にあてはめることで説明することが

できる。 

図２に示したように、北米地域はバスケッ

トボール界の中心であり、ヨーロッパは準周

辺、中南米とアフリカは周辺、アジア・オセ

アニア地区は外部世界として位置づけられ

る。つまり、世界中のエリート選手がアメリ

カの大学やＮＢＡを目指して集まる一方で、

ＮＢＡ 

図２．グローバルなバスケットボール界の
選手移籍の構造

北アメリカ

(中心)
ヨーロッパ

(準周辺)

中南米とアフリカ
(周辺)

アジア・オセアニア

(外部世界)

域内移住

域外移住

チームと契約できなかったアメリカ人選手

がヨーロッパ、アジア、オセアニアに移籍す

る傾向がある。以上の結果から、ＮＢＡ選手

はグローバル化の影響を受けて多国籍化し

てきたことが明らかになった。 

(4)ユーロ・リーグは、ヨーロッパ 13 カ国の

国内リーグ上位 24 チームによって構成され

る国境を越えたバスケットボール・リーグで

ある。1958 年から国際バスケットボール連盟

（FIBA）によって主催されてきたが、運営形

態に不満を持っていたクラブが中心になり

ユーロ・リーグを発足させた。2000 年から始

まり、1試合当たりの平均観客数は 5000 名程

度であった。ユーロ・リーグ最高経営責任者

（CEO）のベルトメフ氏は、バスケットボー

ルがグローバルスポーツになってきたこと

を認めた。その理由は、ＮＢＡには 80 名以

上の外国人選手がプレーしており、250 カ国

以上でテレビ放送がされ、ユーロ・リーグも

160 カ国でテレビ放送がされていたからであ

った。またユーロ・リーグのチームは、毎年

アメリカに遠征し、ＮＢＡチームと対戦して

おり、最近は中国でも試合を行ったと述べて



 

 

いた。ベルトメフ氏は、図２に示されたグロ

ーバルなバスケットボール界の権力構造に

納得しており、ジノ・ベリ（サンアントニオ・

スパーズ）のような南米の選手がユーロ・リ

ーグで活躍してからＮＢＡに移籍する傾向

を指摘した。 

 ユーロ・リーグの収入は、テレビ放映権で

70％、スポンサー料金で 20％、イベント収入

が 10％であった。ユーロ・リーグのリーグ戦

では、ホームチームが試合の運営を行い入場

料収入を得るが、ファイナル４ではリーグが

試合の運営を行い入場料収入を得る。テレビ

放映権料の 70％は、各クラブに分配され、残

りの 30％がユーロ・リーグの収入になる。 

各クラブの運営形態は、大金持ちのオーナー

が経営するパナシナイコスやオリンピアコ

ス（ギリシャ）、サッカークラブを母体にす

る FC バルセロナやレアル・マドリッド、TAU

のような企業に後援されたクラブなど様々

であった。 

 ヨーロッパのクラブは、選手よりもチーム

を重視したチーム作りをしていた。ＮＢＡで

は、能力の高い選手を中心にしてチームを作

るが、ユーロ・リーグでは、100 年以上の伝

統を持つクラブのコンセプトに基づいてチ

ームを作る。つまり、1 対 1 を中心にしたバ

スケではなく、チーム・プレーを中心にした

チーム作りがなされている。 

 ユーロ・リーグでは、外国人選手枠が規定

されておらず、何人でも外国人選手が出場す

ることができる。したがって、全選手に占め

る外国人選手の比率は、2008-9 年シーズンに

49.3％であり、その内、44.6％がアメリカ人

選手によって構成されていた（図１）。 

 (5)NBL のジェネラル・マネージャー、ハー

ミソン氏は、アメリカ出身でオーストラリア

国籍を取得した元選手であり、現在ではオー

ストラリア人としての国民アイデンティテ

ィを保持していた。ＮＢＬはニュージランド

のブレーカーズ 1チームを含む国境を越えた

リーグであった。以前はシンガポールのチー

ムも加えて、11 チームで活動していたが、海

外への移動コストの問題や、財政危機に伴う

チームの消滅という事態に直面した。またウ

ロンゴン・ホークスに所属した 2名のアメリ

カ人選手に、移住動機とバスケットボール文

化の違いについてインタビュー調査を行っ

た。2 名のアメリカ人選手は、良い契約条件

とオーストラリアのライフスタイルに憧れ

て移籍してきたことが明らかになった。 

(6)日本のＪＢＬに所属した 4 名のアメリカ

人バスケットボール選手へのインタビュー

調査から、全ての選手が母国よりも高い給与

で安定した条件の契約を重視して日本のチ

ームを選んだことが分かった。彼らの移住傾

向は、新古典派経済理論に基づき説明できる

ことが明らかになった。新古典派経済理論で

は、①労働者の国際移住は、国家間にある賃

金格差に起因する、②賃金格差の消失は労働

者の移動を終わらせる。移住はそのような格

差のないところにおいて起こらない、と想定

している。ＮＢＡのチームと契約できないア

メリカ人選手は、将来の生活に備えてヨーロ

ッパやアジアのチームと契約を交わす。ＮＢ

Ａのマイナーリーグと比べて、ヨーロッパと

アジアのリーグは多額の報酬を提供するこ

とから、彼らの移籍はリーグ間にある賃金格

差が原因になっている。またプロバスケット

ボール選手は、ある種の高度熟練労働者であ

り、非熟練労働者の移住とは異なる点がある。 

(7)ｂｊリーグコミッショナー、河内氏への

インタビュー調査を行い、ＪＢＬとｂｊリー

グの統合の見通しやｂｊリーグの理念と各

チームの収益の状況について聞き取りを行

った。2013 年に向けたリーグ統合は、現実的

には難しく、交流戦などを行うことはあって



 

 

も、完全に統合したプロリーグになることは

難しいという見解であった。ｂｊリーグは、

設立時から「グローカル＆コミュニティ」を

理念の一つに掲げ、地域密着したチーム運営

とグローカルなバスケットボール文化の発

信を狙いにしてきた。各チームの独特の演出

方法は、グローカルなチーム運営という理念

に基づき行われてきたことを確認した。  
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